平成31年度　特別支援員募集要項
洋野町教育委員会
１　特別支援員の目的
　　町内小・中学校（以下幼稚園を含む。）の通常学級に在籍するＬＤ（学習障がい）、高機能自閉症、アスペルガー症候群、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障がい）などの「発達障がい児」やその他の障がいを持つ児童生徒に対し、学校生活上の介助及び学習活動上の特別な支援を行う「特別支援員」を配置することにより、安全で落ち着いた学校生活を実現することを目的とする。
２　勤務場所1
　　町内の小・中学校・幼稚園とし、勤務場所は対象児童生徒が在籍する学校の校長等からの申請に基づき教育長が決定する。

３　勤務条件
　⑴　報　酬
　　　非常勤特別職報酬　1時間当たり910円～1,050円（学歴免許により決定）

　　　このほか通勤距離が片道2Km以上の場合は規定により通勤割増報酬が加算される。
　⑵　勤務時間

　　　1日6時間、週29時間以内で教育長が定める。具体的な時間配分は校長が定める。
　⑶　勤務期間

　　　任用期間は12月以内の期間で教育長が定める。勤務日は学校の授業日を基本とし、校長が定める。（夏休み、冬休みなどの長期休業期間は原則として勤務なし）
　　　対象児童生徒の状況に応じ、おおむね6箇月～12箇月の期間内となる見込み。

４　採用条件

　⑴　資格免許

　　　特に制限なし。教育に関心のある者
５　業務内容

　　特別支援員の業務内容は、所属学校長が定めるが、代表的な例をあげると次のとおり。
　①　基本的生活習慣確立のための日常生活上の介助

・自分で食べることが難しい児童生徒の食事の介助をする。

・衣服の着脱の介助をする。

・授業場所を離れられない教員の代わりに排泄の介助をする。

　②　発達障がいの児童生徒に対する学習支援

・教室を飛び出していく児童生徒に対して安全確保や居場所の確認をする。

・読み取りに困難を示す児童生徒に対して黒板の読み上げをする。

・書くことに困難を示す児童生徒に対して代筆をする。

・聞くことに困難を示す児童生徒に対して教員の話を繰り返して聞かせる。
・学用品など自分の持ち物の把握が困難な児童生徒に対して整理場所を教える等の介
助をする。

　③　学習活動、教室間移動等における介助

・車いすの児童生徒が、学習の場所を移動する際に、必要に応じて車いすを押す。

・車いすの乗り降りを介助する。

・教員の指導補助として、制作、調理、自由遊びなどの補助をする。

　④　児童生徒の健康・安全確保

・体育の授業や図工、家庭科の実技を伴う場面（特にカッターナイフや包丁、火など
を使う場面）で介助に入り、安全面の確保をする。

・他者への攻撃や自傷など危険な行動の防止等

・運動会、学習発表会などの学校行事における介助
　⑤　その他の業務
　　・授業準備の補助
　　・教材作成の補助
６　募集人数

　　若干名

７　受付期間

　　平成31年1月7日（月）から1月18日（金）までの午前8時30分から午後5時30分まで（土、日、祝日は除く）

８　申込み方法

　　申込書及び履歴書の用紙は、役場種市庁舎総務課または大野庁舎地域振興課及び中野支所の窓口で交付する。
　　なお、申込書は必ず本人が受付期間内に役場種市庁舎3階教育委員会総務学校課まで持参すること。その際に面接を行うので、面接時間を勘案し来庁すること。
９　採用者の決定

　　書類審査及び面接により採用者を決定し、平成31年2月28日（木）までに申込者全員に結果を郵送する。なお、平成31年4月に採用にならない場合でも、平成32年3月31日までの間に採用される場合があること。
10　問い合わせ

　　詳細については、役場種市庁舎教育委員会総務学校課（TEL65-5920 内線341）まで問い合わせすること。
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